
 

平成２０年３月２７日 石井みどり 

１ 産科医療の現状 （山口県のケース）  

(1) 産科医師数の状況 

ア 産科医師数の推移 

山口県の産科医師数は、平成 10 年の 141 人から平成 18 年には、115 人と 26 人

減少している(図 3)。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

資料: 医師・歯科医師・薬剤師調査。 注: 産科医数は産婦人科医と産科医の合計の数値。 
 
 
 
イ 分娩取扱施設数の推移 

        山口県の分娩取扱施設数は、平成 8年の 59 施設と比べると平成 17 年 42 施設で

17 施設減少している（図 4)。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：医療施設調査（各年 9 月の 1か月間に分娩を取扱った施設数を計上） 

図３　産科医師数の推移(平成10年=100)
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図４　分娩取扱施設数の推移(平成10年=100)
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資料１－② 


